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陰嚢内の血管腫・リンパ管腫混合型の1例
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A CASE OF A SCROTAL HEMO－LYMPHANGIOMA
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          （Director： Prqf． T， Nishiura， M．D，）

 A nineteen－year－old man with a painless tumor in the right scrotal area was seen at our

Department． The scrotal mass had been noticed from his chiidhood． The tumor was 8．2×

5．2×5．Ocrn weighed 47．3g． Histological examination revealed hemo－iymphangioma．
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 陰嚢内の血管腫およびリンパ管腫は，ぎわめて稀な

良性腫瘍である．われわれは，最近，陰嚢皮下組織よ

り：発生したと考えられる」血管腫・リンパ管腫の混合型

の1症例を経験したので，若下の考察を加えて報告す
る．

症 例

 患者：K， M．，19歳，男性，会社員

 初診；1982年6月29日

 主訴；右陰嚢部の無痛性腫瘤

 家族歴・既往歴：特記すべきものなし

 現病歴：幼児期より右陰嚢部の腫瘤に気付くも放置

した．1982年・1月頃より腫瘤が増大してぎた．

 現症：体格・栄養は中等度．陰茎は仮性包茎．左陰

嚢およびその内容は正常，右陰嚢内に，母指頭大・弾

性硬で透光性を有する腫瘤と，暗青紫色・くるみ大の

弾性軟で，一部陰嚢皮膚と癒着している腫瘤を認め，

両者は癒合していた．右睾丸・副睾丸・精索は，腫瘤

と連続性はなく，正中側へ圧排されていた（Fig．1）．

 入院時検査成績：尿所見＝蛋白（一），糖（一），沈渣

異常なし．血液所見：赤沈 30分値Imm，ユ時間伯

3mm，白血球数4，600 ／mm3，赤血球数457×104／mm3，

Ht39．6％， Hb I4．39〆dl，血小板数26．2×lo4／mm3，

出血時間2分30秒，凝固時問17分30秒，血漿フィブリ

ノーゲン15フmg／dl， FDP （一）， CEA l ．42 ng／mユ，

AFPく200 ng／ml， T． P．6．79／dl， GoT I9 IU／t，

GPT llIu／1， BuN l6．1mg／dl，クレアチニン1．o

mg／dl．

 手術所見：1982年7月22日，硬膜外麻酔のもとに，

陰嚢縫線に沿って約6cmの皮切を加え．ると，皮一ドか

ら総鞘膜にかけて，母指頭大の嚢胞をともなった暗赤

紫色の腫瘍が認められた（Fig．2）．腫瘍のみの摘除

に努めたが，陰嚢皮膚との癒着が強度なため，一部陰

嚢を含めて切除した．摘出標本は，重さ47．3 g，大き

さ8．2×5。2×5．O cmであった（Fig．3）．嚢胞内には，

5．8 mlの黄色透明なリンパ液様の液体を認め，鏡検で，

赤血球・白ICE球・細菌ともに陰性．細菌培養も陰性で

あった．貯留液中の電解質は，Na工46 mEqfl， K 8

mEq／1， Cl 106 mEq／1であった、

 組織所見：皮下組織に，不整に拡張した毛細管とリ

ンパ管を認める，血管腫・リンパ管腫の混合型であっ

た（Fig．4）．

考 察

 陰嚢皮下組織に発生する血管腫とリンパ管腫は，と

もに稀な疾患であり，血管腫はRobert］）（ユ851）の第

1例に始まり約40例2），本邦でも岩崎（1958）の報告

以来，10例の報告がある （Table l）．またリンパ管



448 泌尿紀要 29巻 4号 1983年

Fig．1． 外陰部の外観＝右睾丸・副睾

    丸は腫瘤により正中に圧排さ

    れている

Fig．3． t［笥ll余標本

fi．i”’

Fig． 2．

錨

礁隔1

 劇画
鐙
   轡

沸下

塗

手術時所見 1腫瘤（矢印）は，精索・睾丸（向

ってE側）とは別に存在している

鑛

ぜ

灘

甥
．薪㍉’／・・、

購鰯

》懸盤

欝野

饗腰．
Fig． 4．

、繭継

腫も約20例の報告があるにすぎない3）．しかし，血管

腫とリンハ管腫の混合型は，1966年宮川ら4）の報告が

第1例で，自験例が本邦第5例目である（Table 2）．

 血管腫とリンパ管腫は，ともに先天性の疾患で，本

邦での発性年齢は，血管腫が2歳から56歳までで，平

均19．2歳，血管・リンパ管混合腫が2歳から21歳まで

で，平均13歳と，ほとんどが30歳未満である（Fig． 5）．

しかし，腫瘤の存在に気付いてから数年後に受診した

例も数例あり，実際には，かなり年少の時期に認めら

れているものと思われる．
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Table I．陰睾内血管腫（本邦報告例）

No．報告者 発表年度 年齢 患側  大きさ（cm） 重量（g）圧痛・痙痛

1岩 崎
2 中 野

3 中 神

4 塚 田

5 平 田

6 金 森

フ 大 沢

8 横 山

9 日江井

10 仲 田

1958

マ965

1968

1973

1973

1975

19フ6

1976

1978

1980

37  左

10  左

14  右

14  左

27  左

56  左

12  左

4  左

16  左

2  左

  ワ        ウ

 母指頭大   つ

2．0×1．8×1．2 5

 小児頭大  200
1．2×1．0＞〈1．0   2

3．7×3．0×3．5 25．5

3．1＞〈2．フ〉〈1．5   9

2．0×1．1＞く1．3   ワ

 小児頭大   280

5．8×4．2×1．5 7．5

（十）

（十）

（十）

（一）

（一）

（一）

（一）

（十）

（一）

（一）

Table 2．陰嚢内血管腫・リンパ管腫の混合型（本邦報告例）

No，報告者 発表年度 年齢 患側  大きさ（cm） 重量（g）圧痛・癒痛

1 宮 川

2 阿 部

3 梶 本

4 江 尻

5 自験例

1966

1971

1972

1976

1982

21  右

18  左

2  右

5  右

19  右

10＞〈5×5  45

 くるみ大    O

 くるみ大   28

3．0×2．0×2．0 6

8．2×5．2＞く5．0   43．7

（十）

（一）

（一）

（十）

（一）

症例数

 5

4

3

2

血 管 腫

血管・リンパ菅混合腫

1   二＼∠二
    〇一9 10－19 20－29 30－39 40・・49 50－59年齢

Fig．5． 陰嚢内血管腫および血管・リンパ管混合腫の年齢分布

 発生側は，血管腫では左側が10例中9例と，左側に

多く，Ifil管・リンパ管混合腫では右側が5例中4例と，

右側に多い傾向が見られるが，d［L管腫では左右差は認

めないというCooperらの報告もある5）．

 主訴は，血管腫，1血管・リンパ管混合腫ともに無痛

性陰嚢内腫瘤であることが多いが，圧痛・疹痛を伴う

こともあり，」血管腫工0例中4例に，また血管・リンパ

管混合腫5例中2例に圧痛もしくは三献を認めている．

 診断は，皮膚の青色様変化を伴う陰嚢内腫瘤を認め

れば，血管腫の可能性が考えられ6），透光性の陰嚢内

腫瘤と認めれば，リンパ管腫の存在も考慮すべきであ

る．

 治療は腫瘤摘除術が一般的で7），三嘆と腫瘤の表面

をおおっている皮膚も含めて切除する必要がある3），

完全に取りきれないと，再発・リンパ漏などがおこる

こともある．

 予後は，血管腫，血管・リンパ管混合腫ともに良好

で，悪性化した症例は，文献上見られていない．

結 語

 右陰嚢内の無痛性腫瘤を主訴とした19歳，男性の陰

嚢内血管腫・リンパ管腫混合型の1例を報告し，若干

の文献的考察を加えた．

本論文の要旨は，第137回東海地方会で発表した，
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